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８月１日にOPENした

エクストリーム・アベンチャーズ　白馬栂池ＷＯＷ！
（栂池高原スキー場ゴンドラリフト白樺駅付近）

ワ オ

三層式ネット型
アドベンチャー

「アミダス」



　小谷村では、全村民を対象として防災訓練を実施します。大規模災害など『いざ』というときに、

頼りになるのは隣近所での助け合いです。

　防災訓練に参加し、みんなで地震、風水害などに備えましょう。

　　　　　　　　　小谷小学校　体育館

　　　　　　　　　平成30年　９月　１日（土）

　　　　　　　　　　８：00　受付開始　　　 ８：20　開会式　　　

　　　　　　　　　　８：30　訓練開始　　　12：30　閉会式

場　　所

日　　時

●この訓練へ参加することで消防法に定める消火・避難訓練の対象となります。当日、本部テントにて訓練参加

の受付と申請を行いますので、事業所の皆様はこの機会にご参加ください。

　（※８時30分以降に途中参加される方は、直接小学校体育館へおこし下さい。受付等のご対応をいたします。） 

●会場の都合上、駐車場に限りがありますのでご近所乗り合わせのうえご参加ください。

訓練ローテーション表

　
８：30

　
８：50

８：55
　

９：15

９：20
　

９：40

９：45
　

10：30

１班 地震体験車 救助訓練 消火・煙訓練
水防訓練
着衣泳

防災用品展示

２班 消火・煙訓練 地震体験車 救助訓練

３班 救助訓練 消火・煙訓練 地震体験車

～ ～ ～ ～ 注目
　本年実施の着衣泳訓練

では、衣服を身に着けた

状態で落水した場合の対

処方法を北部消防署員が実演いた

します。本年７月に発生した西日

本豪雨災害でも河川の決壊による

水害が発生しております。水難を

想定した訓練ですので、是非、参加

しましょう。

防災講演（10：35～12：20頃まで）

　自主防災組織の役割、地域支えあいマップの必要性、気象に関する情報や避難に関する情報について、

詳しく説明をいただきます。

　
も
し
家
族
が
倒
れ
た
時
、
あ
な
た
な
ら
ど
う
し
ま

す
か
？
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
あ
な
た
が
冷
静
に
心

肺
蘇
生
法
等
の
応
急
手
当
を
行
う
こ
と
で
、
大
切
な

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
平
成
16
年
か
ら
は
、
一
般
市
民
で
も
安
全
か
つ

容
易
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
行
え
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

が
認
め
ら
れ
、
全
国
で
公
共
施
設
等
へ
の
普
及
、
設

置
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防

本
部
で
は
、
次
の
と
お
り
普
通
救
命
講
習
を
開
催

い
た
し
ま
す
の
で
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
適
切
な
使
用
方
法

を
含
む
心
肺
蘇
生
法
を
覚
え
た
い
方
、
興
味
の
あ

る
方
、
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

■
実
施
日
　
９
月
９
日
（
日
）
９
時
～
12
時

■
定
　
員
　
30
名
（
定
員
に
な
り
次
第
受
付

を
終
了
し
ま
す
。）

■
会
　
場
　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部

　
　
　
　
　
３
階
講
堂

　
　
　
　
　（
大
町
市
大
町
４
７
２
４-

１
）

　
費
用
は
無
料
で
す
。
講
習
修
了
者
に
は
修
了
証

を
交
付
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
北
部
消
防
署
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部

の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
案
内
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
北
部
消
防
署

　
電
話
　
０
２
６
１
‐
７
２
‐
０
１
１
９
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どうして長野県の記載が加わるの？
　平成30年度から県も国民健康保険の財政運営の責任主体として、

市町村とともに国民健康保険を運営していくためです。

そのほかにはどこが変わるの？
①「資格取得年月日」の記載が、「適用開始年月日」となります。

　※記載される日付はこれまでと同様、お住まいの市町村国保に

　　加入した日付が入ります。

②「保険者名」の記載が「交付者名」となりました。

　※市町村印の押印はこれまで通りです。

　保険証に加え、高齢受給者証などにも記載の変更がありますが、被保険者の皆さまの利用はこ

れまでどおりです。

　つぎのような理由で国民健康保険を脱退するとき、または他の市町村へ引っ越す

ときは、必ず保険証を市町村の窓口へ返還してください。

　●職場の健康保険に加入したとき。　　　

　●配偶者等の職場の健康保険の被保険者になったとき。

　●被保険者が死亡したとき。　　　　　　

　●生活保護を受けるようになったとき。

　●後期高齢者医療保険制度に加入するとき。

お問い合わせ　　小谷村役場　住民福祉課　福祉係　　電話０２６１-８２-２５８２

これまで これから

国民健康保険
被 保 険 者 証

有効期限　 年　 月　 日

記号　　　　　　　　　　　　番号
氏名　　　　　　　　　　　　性別
生年月日　　　　　　　　　　　年　　月　　日
資格取得年月日　　　　　　　　年　　月　　日
交付年月日　　　　　　　　　　年　　月　　日

世帯主氏名
住所
保険者番号
保険者名 印

国民健康保険
被 保 険 者 証

有効期限　 年　 月　 日

記号　　　　　　　　　　　　番号
氏名　　　　　　　　　　　　性別
生年月日　　　　　　　　　　　年　　月　　日
適用開始年月日　　　　　　　　年　　月　　日
交付年月日　　　　　　　　　　年　　月　　日
世帯主氏名
住所
保険者番号
交付者名 印

長　 野　 県

被保険者の皆さまへのお願い

(3) 広報おたり　平成30年８月号



　４月18日　観光コミュニケー

ション英語（国際観光科２年）の
スノーモンキー英語ツアー研修

授業の一環で、地獄谷野猿公苑（通

称「スノーモンキー」）・小布施・善

光寺の英語ツアー研修を実施し

ました。このツアーは、白馬発の

外国人向けオプショナルツアー

として人気が高く、実際にツアー

を体験することを通して、県内の

観光に関する見地を広めること

を目的として行いました。フィー

ルドワーク後は、スライドを用い

て模擬ガイドをするプレゼン

テーションに取り組みました。

有名な善光寺についても
知らないことがたくさん地獄谷野猿公苑にて

夏目堅司氏講演会
　4月21日　パラリンピック選手の夏目堅司氏にご講

演いただきました。夏目堅司氏はテストジャンプで着地

を失敗し脊髄損傷、車椅子生活となりましたが、翌年か

ら競技を始め、その後バンクーバー、ソチ、ピョンチャ

ンと３大会パラリンピックに出場されました。

　講演会では着地を失敗した経緯や、その後どのよう

に乗り越えたかをお話しいただきました。また、夏目堅

司氏が使用されているチェアスキーに乗せてもらいま

した。

チェアスキー体験

夏目堅司氏講演会

広報おたり　平成30年８月号 (4)



  

　6月14日　実習に参加する生徒および学校、

実習先の企業の代表者の三者で、デュアル実習 デュアルシステム調印式
協定書の調印式が、開催されました。デュアル

システムとは学校の授業を受けながら、仕事の

トレーニングをすることで、仕事に対する意欲

や意識が高められたり、AO入試等で実際の体

験談として自己PRの際に自信を深められるな

どの利点があります。

＜本年度の実習先企業＞

　　・株式会社五竜

　　・株式会社シェラリゾートホテルズ

　　・八方尾根開発株式会社

　　・白馬観光開発株式会社

1学年予備登山

八方池の景色はとてもきれいでした

　6月6日　7月に行われる登山に向けて八方尾根

への予備登山が行われました。1・2時間目まで授業

を受けた後、3時間目から八方尾根に向けて出発し

ました。ゴンドラとリフトを乗り継いで、八方池山荘

から八方池を目指して歩きました。登りはじめは小

雨が降っていましたが、途中からは雨も止み、周囲の

景色も見えるようになりました。1時間程歩いて八

方池に到着しましたが、池はまだ雪に覆われており

標高の高さを感じました。また、いつもは見上げてい

る白馬岳などの山々を目前で見ることができ、自然

の雄大さを感じることができました。友達と山を背

景に写真を撮っている生徒が沢山いました。白馬の

自然に親しむ有意義な時間になりました。

松本英語ガイド演習

　6月18日　観光コミュニケーション英語（国際観

光科2年）の授業の一環で、大王わさび農場・松本城

と周辺地域を巡る松本英語ガイド演習を実施しまし

た。このツアーも前回のスノーモンキーに並んで、オ

プショナルツアーとして人気が高く、県内の観光に

関する見地を広めることができました。

大王わさび農場にて

松本城にて

　5月28日に実施したSki Japan Holidaysガイド

の中村弥冬さんと松本を巡るフィールドワークを参

考に、当日は2台のマイクロバスに分乗し、バス内で

のガイド、大王わさび農場でのガイド、松本に到着し

てからは松本城・縄手通りでのガイドを6班に分か

れ、外国人ゲストを対象に案内しました。
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今
、
地
域
を
元
気
に
で
き
る
「
第

三
の
人
口
」
と
し
て
着
目
さ
れ
て

『
関
係
人
口
』

地
域

い
る

お
こ
し

協
力
隊
員
が
、
小
谷。
の
関
係
人
口

「
関
係

に
な
る
に
至
っ
た
経
緯
を
、

人
口
の
５
ス
テ
ッ
プ
」
を
追
い
な

が
ら
毎
月
ひ
と
り
ず
つ
ご
紹
介
し

ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
１
　
興
味
を
も
つ

　
白
馬
村
に
初
め
て
足
を
運
ん
だ

夫
、

の
は
４
年
ほ
ど
前
。

ビ
ヨ
ン
と

一
緒

に
来
に
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し
み

ま
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
２
　
愛
着
を
も
つ

　
初
め
て
白
馬
村
に
来
た
翌
年

も
、
再
び
お
正
月
休
み
に
遊
び
に

来
て
、
同
じ
岩
岳
の
ペ
ン
シ
ョ
ン

に
宿
泊
し
ま
し
た
。
夫
は
雄
大
な

自
然
や
雪
山
に
魅
了
さ
れ
「
大
阪

は
楽
し
い
と
こ
ろ
だ
け
ど
生
き
づ

ら
い
」「
こ
こ
で
暮
ら
し
た
い
」
と

言
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た

が
、
私
は
昔
か
ら
と
て
も
現
実
的

な
性
格
。「
仕
事
も
家

理

と
、
話

も
な
い
し
無

で
し
ょ
」

を
聞
き
入
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や

ド
イ
ツ
で
過
ご
し
た
経
験
が
あ

り
、
違
う
環
境
で
過
ご
す
こ
と
の

大
変
さ
は
身
に
染
み
て
い
た
の

で
、
移
住
は
と
て
も
高
い
壁
に
感

じ
て
い
ま
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
３
　
通
う

　
大
き
く
動
い
た
の
は
そ
の
次
の

年
。
ふ
と
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
オ
ー

ナ
ー
に
「
も
し
住
む
と
し
た
ら
仕

事
あ
り
ま
す
か
ね
。」と
現
実
的
な

質
問
を
し
た
ん
で
す
。
振
り
返
れ

ば
、
急
に
そ
ん
な
こ
と
を
聞
い
た

の
は
自
分
の
気
持
ち
も
少
し
ず
つ

変
化
し
て
い
た
か
ら
だ
な
と
思
い

ま
す
。
数
年
前

影
響

、「
に
始
め
た
ヨ
ガ
の

も
あ
り

シ
ン
プ
ル
な
暮
ら

し
」
に
興
味
を
持
ち
始
め
て
い
た

頃
で
も
あ
り
ま
し
た
。

「
稼オ
ー
ナ
ー
か
ら
言
わ
れ
た
の
は

げ
な
い
け
ど
、
生
き
て
い
く
こ

と
は
で
き
る
。
隣
の
小
谷
村
も

色
々
制
度
を
導
入
し
て
頑
張
っ
て

い
る
か
ら
視
野
を
広
げ
て
考
え
て

ご
ら
ん
」と
い
う
一
言
で
し
た
。そ

「
小
谷
」

こ
で
初
め
て

を
知
り
ま
し

た
。

ス
テ
ッ
プ
４
　
交
流
す
る

　
一
度
大
阪
に
帰
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
「
小
谷
村

求
人
」
と
検

索
。
ち
ょ
う
ど
出
て
き
た
の
が
協

力
隊
員
の
募
集
で
し
た
。
給
与
や

住
宅
な
ど
、
不
安
要
素
が
解
決
さ

れ
る
の
は
正
直
助
か
る
と
思
い
ま

「
場
所

し
た
し
、

に
関
わ
ら
ず
自
分

の
力
で
生

を
身
に
着
き
て
い
け
る
ス
キ
ル
」

け
た
い
と
思
っ
て
い
た

の
で
、
副
業
が
Ｏ
Ｋ
で
、
任
期
（
自

活
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ま
で
の

タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
）
が
３
年
と
い

う
と
こ
ろ
も
魅
力
的
で
し
た
。

　
面
接
の
前
日
に
役
場
職
員
の

方
々
と
の
交
流
の
場
を
設
け
て
い

た
だ
き
、
行
っ
た
こ
と
も
な
か
っ

た
場
所
に
頼
れ
る
人
が
で
き
た
こ

と
、
そ
こ
で
出
会
っ
た
先
輩
移
住

者
が
、
い
き
い
き
と
楽
し
そ
う
に

し
て
い
る
の
を
見
て
、
小
谷
で
の

暮
ら
し
を
前
向
き
に
考
え
ら
れ
、

そ
れ
が
最
終
的
な
後
押
し
と
な
り

ま
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
５
　
拠
点
を
も
つ

　
現
在
は
移
住
・
定
住
の
担
当

し
て
土
倉
移
住

と

お
た
め
し
住
宅
の

住
込
み
管
理
人
も
し
て
い
ま
す
。

　
公
民
館
講
座
を
通
し
て
小
谷
村

で
ヨ
ガ
を
教
え
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
の
も
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。

受
講
生
の
方
々
に
は
、
日
常
か
ら

離
れ
て
没
頭
で
き
る
時
間
を
楽
し

み
、
日
々
の
生
活
や
体
調
に
小
さ

な
変
化
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
　

　
現
在
、
公
民
館
講
座

白
馬

の
他
に
も
、

の
ヨ
ガ
教
室
で
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
も
し
て
い
ま
す
。
シ
ニ
ア

ヨ
ガ
や
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
資
格
も
取
得
し
た
の

で
、
お
年
寄
り
の
方
や
観
光
客
な

ど
色
々
な
方
に
教

う
、
勉
強
を
続

え
ら
れ
る
よ

す
。

け
て
い
き
た
い
で

こ
れ
か
ら
先
の
こ
と

　
移
住
・
定
住
担
当
は
移
住
を
考

「
窓
口
」。
自
分

え
る
人
に
と
っ
て

の
経
験
を
踏
ま
え
る
と
「
私
自
身

が
楽
し
く
生
活
で
き
て
い
る
か
」

と
い
う
こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と

感
じ
ま
す
。
沢
山
の
人
を
た
だ
呼

べ
ば
い
い
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

人
が
移
住
し
た
後
、
幸
せ
に
暮
ら

せ
る
か
も
踏
ま
え
て
、
繊
細
な
感

情
に
寄
り
添
う
こ
の
お
仕
事
は
、

難
し
い
反
面
新
鮮
。
で
き
る
こ
と

か
ら
コ
ツ
コ
ツ
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。

広報おたり　平成30年８月号 (6)



 

▲

南
小
谷
駅
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ス
タ
ッ
フ

19

求
人
募
集
に
つ
い
て

■
募
集
人
員

募
集
「
駅
の
除
雪
ス
タ
ッ
フ
」

　
３
名
程
度
（
人
数
に
達
し
次
第

　
７
月
４
日
（
水
）
に
小
谷
小
学

入
っ
て
き
た
時
の
下
水
流
入
水
が

機
械
設
備
に
興
味
を
ひ
か
れ
た
皆

締
め
切
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。）

校
４
年
生

名
（
担
任
松
田
智
之

ど
の
程
度
汚
れ
て
い
る
か
透
視
度

さ
ん
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
南
小
谷
駅
で
は
、
次
の
と
お
り

■
募
集
方
法

先
生
）
が
村
営
水
道
の
千
国
水
道

計
で
測
り
、
流
入
物
は
微
生
物
に

　
４
年
生
の
皆
さ
ん
に
は
上
下
水

冬
期
中
の
駅
の
除
雪
ス
タ
ッ
フ
を

　
面
接
（
面
接
時
に
履
歴
書
を
提

の
配
水
池
や
公
共
下
水
道
の
白
馬

よ
り
分
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
説

道
施
設
の
見
学
を
と
お
し
て
「
水

募
集
し
ま
す
。

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

乗
鞍
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
、

明
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

が
ど
こ
か
ら
来
て
ど
こ
へ
行
く
の

　
ま
ず
は
お
電
話
で
お
問
い
合
わ

上
下
水
道
の
仕
組
み
や
役
割
を
学

　
そ
の
後
、
実
際
に
処
理
槽
を
見

か
」
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
勤
務
内
容
　

せ
く
だ
さ
い
。

習
し
ま
し
た
。

学
し
、
汚
れ
た
水
が
き
れ
い
な
水

水
や
下
水
処
理
の
大
切
さ
な
ど
を

　
駅
構
内
全
般
の
除
雪
を
行
っ
て

■
募
集
期
間
　

　
最
初
に
訪
れ
た
の
は
小
谷
小
学

に
な
っ
て
河
川
放
流
さ
れ
る
過
程

感
じ
て
も
ら
え
た
の
で
は
な
い
で

頂
き
ま
す
。

　
２
０
１
８
年
８
月

日
（
月
）
～

校
へ
も
給
水
し
て
い
る
千
国
水
道

を
見
学
し
ま
し
た
。

し
ょ
う
か
。

■
対
象
と
な
る
方

　
２
０
１
８
年
９
月

日（
金
）

の
配
水
池
で
す
。
配
水
池
で
は
水

　
処
理
場
で
は
微
生
物
の
種
類
や

　
雇
用
期
間
内
に
お
い
て
月
の
半

源
か
ら
来
た
水
を
受
け
る

分
以
上
出
勤
で
き
る
方

■
お
問
い
合
わ
せ

「
着
水
井
」
や
塩
素
消
毒
の

■
勤
務
地
　
南
小
谷
駅

　
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

設
備
等
を
見
学
し
、
源
水
が

■
勤
務
時
間

　
長
野
支
社
総
務
部
人
事
課

き
れ
い
な
こ
と
や
配
水
池

　
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

　
電
話
０
２
６
‐
２
２
４
‐
５
３

が
大
き
い
こ
と
に
驚
く
と

分
（
休
憩
１
時
間
）

０
２
（
土
日
祝
日
除
く
）

と
も
に
、
貯
め
て
あ
る
水
の

※
降
雪
量
に
よ
り
超
過
勤
務
を
お

　
担
当
者：

夛
胡
（
た
ご
）

量
や
水
温
な
ど
に
つ
い
て

願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

質
問
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

■
給
与
　
日
給
９
，
６
０
０
円

　
続
い
て
峯
地
区
に
あ
る

　（
所
定
労
働
時
間
を
超
え
て
勤

水
道
施
設
の
減
圧
槽
や
下

務
し
た
場
合
や
深
夜
帯
に
勤
務

水
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の
中

し
た
場
合
等
は
、
当
社
規
定
に

を
見
学
し
な
が
ら
白
馬
乗

よ
り
別
途
支
給
し
ま
す
。）

鞍
浄
化
セ
ン
タ
ー
へ
歩
い

■
雇
用
期
間
　

　
２
０
１
８
年

月

日
（
土
）
～

　
白

馬

乗

鞍

浄

化

セ

ン

て
向
か
い
ま
し
た
。

　
２
０
１
９
年
３
月

日（
金
）

タ
ー
で
は
、
施
設
の
管
理
職

員
か
ら
浄
化
セ
ン
タ
ー
に

配
水
池
の
見
学

▲
白
馬
乗
鞍
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
見
学

45
12

15 15

15

28 13
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30

第
17
回
大
北
ス
ポ
ー
ツ
競
技
会
　
出
場
者
募
集

2310

■
日
時
・
場
所

■
参
加
資
格

あ
り
ま
す
。

９
月

日
（
日
）

・
大
北
地
区
居
住
者
で
市
町
村
単

■
注
意

30 30

　《
開
会
式
》　
午
前
８
時

位
、
学
校
単
位
と
し
ま
す
。

・
昨
年
参
加
さ
れ
た
団
体
に
は
別

大
町
市
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

・
陸
上
競
技
を
除
き
、
１
選
手
１

途
通
知
い
た
し
ま
す
。

18

※
雨
天
の
場
合
は
大
町
市
総
合

競
技
に
限
り
ま
す
。

・
参
加
者
は
開
会
式
に
必
ず
出
席

体
育
館

30

・
年
齢
制
限
の
あ
る
種
目
は
、
平

し
て
く
だ
さ
い
。

　《
競
技
開
始
》　
午
前
９
時

分

成

年
４
月
１
日
現
在
の
満
年

・
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
小
谷
村

■
種
目

齢
を
適
用
し
ま
す
。

公
民
館
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ

陸
上
競
技
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

■
申
し
込
み

い
。

ボ
ー
ル
、
卓
球
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

８
月 30
24
日
（
金
）
ま
で
に
申
込
用

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
小

■
お
問
い
合
わ
せ

フ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
ソ
フ

谷
村
公
民
館
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

小
谷
村
公
民
館

ト
ボ
ー
ル
、
剣
道
、
ミ
ニ
テ
ニ
ス
、

い
。

電
話
８
２
‐
２
５
８
７

30

柔
道

※
申
込
用
紙
は
小
谷
村
公
民
館
に

　（
担
当：

細
澤
）

住
民
福
祉
課
福
祉
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
福
祉
係
か
ら
小
谷
村
敬
老
会
及

■
対
象
者

び
戦
没
者
並
び
に
満
州
開
拓
犠
牲

75
歳
以
上
（
平
成

年
度
に

30

者
追
悼
式
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い

歳
に
な
る
方
含
む
）

75

平
成

年
度

戦
没
者
並
び
に

満
州
開
拓
犠
牲
者
追
悼
式

た
し
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
８
月
中
に
ご
案
内

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
老
人
ク
ラ
ブ

■
日
時
　
平
成
30
年
９
月

日

単
位
で
取
り
ま
と
め
て
申
し
込
み

（
水
）
午
前

平
成

年
度

小
谷
村
敬
老
会

い
た
だ
く
か
、
個
人
で
社
会
福
祉

■
場
所
　
小
谷
村
役
場

19

協
議
会
ま
た
は
役
場
福
祉
係
ま
で

多
目
的
ホ
ー
ル

■
日
時
　
平
成

年
９
月

日

申
込
み
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
火
）

時

分
～

■
お
問
い
合
わ
せ

■
場
　
所

住
民
福
祉
課
福
祉
係

ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
白
馬

電
話
８
２
‐
２
５
８
２

広報おたり　平成30年８月号 (8)

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

■
日
時
　
９
月
３
日
（
月
）

■
お
問
い
合
わ
せ

午
後
１
時
～
４
時

住
民
福
祉
課
住
民
係

■
場
所
　
小
谷
村
役
場

電
話
８
２
‐
２
５
８
１

２
階
２
０
４
会
議
室

■
相
談
内
容

近
隣
、
家
庭
、
相
続
、
い
じ
め
、

女
性
差
別
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
等

■
相
談
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員

■
そ
の
他

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

～
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
～

認
知
症
に
関
す
る
支
援
に
つ
い
て

　
今
年
４
月
、
北
ア
ル
プ
ス
広
域

関
わ
り
支
援
が
行
え
る
よ
う
体
制

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
が

を
整
え
て
い
ま
す
。
認
知
症
に
関

形
成
さ
れ
ま
し
た
。（
広
域
連
携
自

す
る
こ
と
、
ま
た
生
活
・
介
護
・
身

立
圏
事
業
）
認
知
症
の
症
状
等
で

体
の
こ
と
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気

お
困
り
の
方
や
そ
の
家
族
に
早
期

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
地
域
包

に
関
わ
り
、
適
切
な
医
療
や
介
護

括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者
の
総

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
つ
な
が
る
よ
う

合
相
談
窓
口
で
す
。

支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
小
谷
村

で
は
平
成
２
８
年
度
か
ら
認
知
症

■
お
問
い
合
わ
せ

地
域
支
援
推
進
員
を
設
置
し
、
認

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

知
症
施
策
（
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

電
話
８
２
‐
３
１
３
５

養
成
や
勉
強
会
）
を
行
い
、
認
知
症

の
人
や
そ
の
家
族
に
切
れ
目
な
く



  

  

                    

      

 

                          

  

  

20

平
成

年
度

保
安
講
習
会

あ
り
ま
す
。

■
開
催
期
日

10

31

８
月

平
成
30
年
度

取
扱
者
試
験

　
８
月 30

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会
・

危
険
物
取
扱
者
試
験
の
開
催
に
つ
い
て

危
険
物
取
扱
者

　
こ
の
講
習
会
は
、
危
険
物
施
設

に
お
い
て
実
際
に
危
険
物
の
取
扱

作
業
に
従
事
し
て
い
る
方
、
新
た

に
従
事
す
る
方
等
を
対
象
に
開
催

さ
れ
る
も
の
で
、
３
年
以
内
ご
と

に
こ
の
講
習
を
受
講
す
る
必
要
が

月
３
日
（
水
）

■
会
　
　
場
　
大
町
市
　
サ
ン
・

ア
ル
プ
ス
大
町

■
受
講
申
請
提
出
期
間

８
月
６
日
（
月
）
～

日
（
金
）

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
受

講
申
請
提
出
期
間
に
最
寄
り
の
消

防
署
又
は
消
防
本
部
内
の
大
北
地

区
危
険
物
安
全
協
会
ま
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

大
町
市
以
外
の
開
催
日
程
に
つ

き
ま
し
て
は
最
寄
り
の
消
防
署
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

第
２
回
危
険
物

■
願
書
の
受
付
期
間

日
（
月
）
～

　
８
月
31
日
（
金
）

■
願
書
の
提
出
先
等

受
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
地

方
事
務
所
又
は
消
防
署
に
あ
り
ま

す
願
書
に
記
入
の
う
え
、
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
長
野
県
支
部
へ

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
受
験
申
請
も
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
、
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
試
験
に
備
え
て
準
備
講

習
会
の
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
消
防
本
部
内
大
北
地
区
危
険

物
安
全
協
会
又
は
最
寄
り
の
消
防

署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
試
験
日
・
試
験
地

11 10
月
28
日
（
日
）
長
野
市

月
４
日
（
日
）
松
本
市

■
共
通
お
問
い
合
わ
せ
先

・
北
ア
ル
プ
ス
広
域
大
町
消
防
署

電
話
２
２
‐
０
１
１
９

・
北
部
消
防
署

電
話
７
２
‐
０
１
１
９

・
南
部
消
防
署

電
話
６
２
‐
０
１
１
９

・
大
北
地
区
危
険
物
安
全
協
会

電
話
２
２
‐
０
１
６
６

■
次
回
の
開
会
予
定

８
月
20
日
（
月
）

午
前
９
時
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ

小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

（
観
光
振
興
課
農
林
係
）

電
話
８
２
‐
２
５
８
８

小
谷
村
農
業
委
員
会

定
例
会
の
お
知
ら
せ

平
成
30
年
度

８月は「電気使用安全月間」

中部電気保安協会

大町営業所（電話２３-２０１２）

電気製品には

アース線（接地線）を

取りつけましょう

ご家庭でも安全点検を！

電気のご相談は

今
月
の
納
税

※
口
座
振
替
を
指
定
さ
れ
て
い

る
方
は
８
月
27
日
に
振
替
え

ま
す
の
で
、
口
座
の
残
高
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

27
日
の
定
期
振
替
が
で
き
な

か
っ
た
方
は
９
月
10
日
に
再

振
替
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

税
　
目

村
県
民
税

期
　
別

第
２
期

納
期
限

８
月
31
日
（
金
）

税
　
目

国
民
健
康
保
険
税

期
　
別

第
３
期

納
期
限

８
月
31
日
（
金
）

税
　
目

後
期
高
齢
者

期
　
別

第
２
期

納
期
限

８
月
31
日
（
金
）

医
療
保
険
料
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